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■ 代表者変更
MK インターナショナル 有限会社

旧代表者：代表取締役　北村　雅子（昨年７月ご逝去）
新代表者：代表取締役　大庭　翠

シュプリンガー・ジャパン 株式会社
旧代表者：代表取締役社長　山下　幸侍
新代表者：代表取締役社長　アントワーン・ブーケ

お 知 ら せ

　明けましておめでとうございます。
　2016 年を迎え、洋書協会の会員の皆さま、会報を
お読みの皆さまに新年のご挨拶を申し上げます。
　冒頭、戦後 70 年の昨年を少しばかりふりかえってみ
ますと、安保関連法の成立、18 歳選挙権の実現等「歴
史の節目」を感じさせる年でもありました。勿論、安
保関連法制では、安倍総理の強力な進め方に国内外
から多くの不安、批判がよせられたことは事実であり、
世界情勢の不安定化のもと、施行 ( 今年３月末 )を控え、
あらためて問いなおすことも大事ではと思っています。
　「三本の矢」をうちだし、再発足した安倍内閣は 3
年が経過。目論見どおりの「円安誘導」で株高を実現し、
株価は一時 2 万円台まで上昇しました。だが、一方で、
業界の皆さん方も実感、苦労されているように急激な

「円安」の影響、消費増税 ( 海外電子への課税含む )
等による負担は深刻になりつつあります。GDP の数値
からは、アベノミクス効果は多くの個人、企業に行きわ
たっていない、取り残しているとの指摘があります。
　国の財政年度でみますと、最終四半期にはいりまし
た。国会も新年早々に開催されるようです。15 年度補
正予算案の審議とともに 16 年度予算案、税制改正大
綱、また TPP 法の批准、安保法制など課題は山積し
ています。参議院選挙を夏に控え、政治的思惑が跋扈

している感もありますが、地に足がついた政治、政策
を願うものです。
　出版をめぐる状況の変化は大きく、電子化の波は一
層進行することでしょう。そうした「環境」への対応等
のためにも、情報交換・共有の発揮、交流の促進、共
通課題での取組みを進めていきたいと考えます。私た
ちは、洋書 ( 輸入 ) 関連の唯一の業界団体として、大
きい組織ではありませんが、これまでの活動を踏まえ、
さらなる影響力を保持できるよう、努めたいと存じます。
　本年も会員皆さま方にとりまして、よりよき一年とな
りますよう祈念し、新年の挨拶とさせていただきます。

　　2016 年 1 月

新年のご挨拶 理事長　相澤久俊
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第17回図書館総合展について
　「第17回図書館総合展／教育・学術情報オープン
サミット2015」が、2015年11月10日（火）から12日（木）
までの3日間、横浜みなとみらいのパシフィコ横浜で開
催された。このイベントは、公共・大学・機関・企業・大
学・学校等すべての館種の図書館についての最新技
術・サービス・トレンド・学術情報を紹介する図書館界
最大の展示会である。図書館運営者と関連業界の間に
コンタクトの機会を与え、読書・学習環境についての最
新技術と知見が一堂に会する場として毎年多くの関係
者が集う。 最近では図書館の機能や役割が、まちづく
りや教育・文化全般にも寄与すると期待が寄せられて
いるため、行政関係者、教育関係者、出版をはじめとす
るメディア・情報関連業を巻き込むイベントとして注目さ
れている。
　今回の来場者数は、3日間で34,359名になり、昨年よ
りも8.6％も上回る集客となった。
　イベントの全貌について、下記に簡単に触れておく。

＜展示ブース＞
商品・サービス紹介をする商業出展、研究の成果発表
をする学術系の出展、活動をPRする公的機関・非営利
団体の出展など125社の様 な々ブースが立ち並び賑わっ
た。今回は出版社による出展が例年より大幅に増えた。

＜ポスターセッション＞
研究者、学生、各種図書館、NPOなどが活動内容をポス
ターにして表現。会場内の特設コーナーに73件ものポス
ターが展示された。来場者同志がそれぞれの活動内容
をPRし、情報交換ができる大変良い機会であった。

＜フォーラム＞
期間中に約100枠の様々な内容のフォーラムが開催さ
れた。電子図書館サービス、図書館と地域社会、マイナ
ンバー、オープンサイエンス、ラーニングコモンズ、アク
ティヴラーニングなど、トレンドをしっかり抑えた必聴
の内容が揃っており、図書館関係者にとっては、新しい
情報が手に入る貴重な機会と言える。

＜おすすめ本展示＞
全国273社の出版社が「図書館に入れて欲しい」と薦
める“おすすめの本”約1600点をひとつのコーナーに
展示。図書館関係者が実際の本を手に取ることができ
る。専用の注文書が配布され、気に入った本があれば

すぐに発注できる仕組みになっている。ここからの発注
は毎年増加傾向。

＜図書館キャラクターグランプリ＞
今年の新しい試みとして、全国の図書館キャラクターの
グランプリが開催された。応募のあった146のキャラク
ターが会期中に展示され、来場者の投票により賞が与
えられた。図書館の活性化という意味ではとても面白
い企画であった。

　この図書館総合展は、米国のALA(米国図書館協会)
とも提携し、「図書館が社会に果たすべき役割」につ
いて相互に情報交換をしている。ALA年次総会への
研修ツアーの実施や、図書館総合展展示会でのALAの
ブースの設置など、日本国内だけではなく、海外の図書
館の動向にも目を向けている点は注目すべきである。

　弊社の展示ブースでは、デジタル関連だけではなく、
稀覯書を中心とした書籍の展示もおこなった。ブースに
訪れた特に若い世代の人々は、オリジナルの稀覯書や
復刻版の製本技術、装丁、デザイン、また背景にある歴
史に大変興味を示していた。パソコンやスマートフォン
などのデジタル商品に慣れ親しんで育った世代にとっ
ては、むしろオリジナルの書籍に触れることのほうが稀
で、オリジナルがもつ世界観に珍しそうに見入っていた
ことがとても印象深かった。

　来年の図書館総合展の展示会は、2016年11月8日
（火）から10日（木）まで、同会場で開催予定である。

（株式会社雄松堂書店　松野夏生）
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Name of Fair Date Place website/e-mail

Taipei International Book Exhibition 16-21/Feb/2016 Taipei
http://www.tibe.org.tw

info@tibe.org.tw

Leipziger Buchmesse 17–20/Mar/2016 Leipzig
http://www.leipziger-buchmesse.de

info@leipziger-buchmesse.de

Salon du Livre Paris 17-20/Mar/2016 Paris
http://www.salondulivreparis.com

livre@reedexpo.fr

Bologna Children's Book Fair 4–7/Apr/2016 Bologna
http://www.bookfair.bolognafiere.it

dir.com@bolognafiere.it

The London Book Fair 12–14/Apr/2016 London
http://www.londonbookfair.co.uk/

lbf.helpline@reedexpo.co.uk  

Abu Dhabi International Book Fair 27/Apr-3/May/2016 Abu Dhabi
http://www.adbookfair.com/

info@adbookfair.com

New York Antiquarian Book Fair 7-10/Apr/2016 New York
http://nyantiquarianbookfair.com/

info@sanfordsmith.com

BookExpo Chicago 11–13/May/2016 Chicago
http://www.bookexpoamerica.com

inquiry@bookexpo.america.com

Special Libraries Assn. Annual 
Conference 12-14/Jun2016 Philadelphia

http://www.sla.org

sla@sla.org

Seoul International Book Fair 15-19/Jun/2016 Seoul
http://www.sibf.or.kr/eng/

danapark@kpa21.or.kr

American Libraries Assn. Annual 
Conference 23-28/Jun/2016 Orlando

http://www.ala.org

ala@ala.org

Tokyo International Book Fair 23-25/Sep/2016 Tokyo
http://www.bookfair.jp

tibf@reedexpo.co.jp

Hong Kong Book Fair 20-26/Jul/2016 Hong Kong
http://hkbookfair.tdctrade.com

exhibitions@tdc.org.hk

Beijing International Book Fair 24-28/Aug/2016 Beijing
http://www.bibf.net/

bibfmo@bibf.net

Moscow International Book Fair 30/Nov-4/Dec/2016 Moscow
http://www.mibf.ru

mibf@mibf.ru

Frankfurt Book Fair 19-23/Oct/2016 Frankfurt
http://www.book-fair.com/en/fbf/

info@book-fair.com

CIROBE 20-24/Oct/2016 Chicago
http://www.cirobe.com

info@cirobe.com

International Book Fair in 2016
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下記出版社の取り扱いをしております。ご利用いただければ幸いです。下記出版社の取り扱いをしております。ご利用いただければ幸いです。

株式会社MHM 
Tel: 03-3518-9181   03-3518-9181  eProducts 03-3518-9182 

Fax: 03-3518-9523  eMail sales@mhmlimited.co.jp 

Academic Publishers

太字出版社は弊社国内総代理店になります。他にも多数の大学出版社の取扱がございます。

Art, Architecture, Design Publishers

eProduct Representatives


